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１．はじめに 

リバーフロント研究所では、河川水辺の国勢調査（以

下「水国調査」という）の河川環境基図作成において、

衛星画像や UAV（ドローン）画像、ALB（航空レーザ測

深）等の新技術の導入に関する検討を実施している。

本稿では、朔望平均満潮位と朔望平均干潮位の間の地

盤高が干潟の領域の目安となる 1)ことに着目し、ALB デ

ータから干潟領域の抽出が可能かどうか検証するとと

もに、この二つの潮位から相対潮汐地盤高を算出し、

中村ら（2013）2)及び前田ら（2016）3)を参考に、相対

潮汐地盤高ごとに塩沼植生の分布に違いがみられるか

どうか考察した。なお対象河川は、ALB 計測と水国調査

の水域調査を同時期（令和 2 年 9 月）に実施している

吉野川河口（セグメント 3）とした。 

 

２．干潟領域の抽出方法 

 干潟領域の抽出に必要な朔望平均満潮位と朔望平均

干潮位は、気象庁が観測している小松島検潮所のデー

タを用いた。これらの潮位は任意の 5 年間の朔望潮位

の平均値で、気象庁のホームページ「各年の潮汐」か

ら入手することができる 4)。なお、潮位データは検潮

所の観測基準面の標高値を用いて、標高データに換算

して使用した 5)。次に、ALB の「グラウンド」データか

ら 1m グリッドを作成し、朔望平均満潮位と朔望平均干

潮位の間の標高値を干潟領域として抽出した。抽出し

た干潟領域は、水域調査の干潟領域と比較・検証した。  

さらに、干潟として抽出した領域の相対潮汐地盤高

を算出し、塩沼植生の立地特性について考察した。相

対潮汐地盤高は以下の式により求めた。 

 

相対潮汐地盤高 = 標高−朔望平均干潮位

朔望平均満潮位−朔望平均干潮位
 

 

 

塩沼植生のデータは水国調査の河川環境基図調査

（陸域調査）を使用した。なお、解析にはフリーの GIS

ソフトである QGIS3.34.0 を用いた。 

  

３．干潟の抽出結果 

朔望平均満潮位及び朔望平均干潮位から抽出した干

潟領域を図－１に示す。図－１の赤で示した領域が抽

出した干潟領域、斜線の領域が水域調査における干潟

領域である。両者を比較した結果、潮位データから抽

出した干潟領域の方が若干広めに抽出されてはいるも

のの、斜線の領域が赤の領域に概ね包含されており、

ALB の標高値から簡単に干潟領域を抽出することが可

能となる。 

次に、抽出した干潟領域における相対潮汐地盤高の

分布を把握した（図－２）。干潟領域における相対潮汐

地盤高は植物等の生物分布と関係があると考えられ、

河口部や汽水域における自然再生や河口閉塞対策のた

めの掘削高の検討等に役立つと考えられる。図－３は

相対潮汐地盤高ごとに、塩沼地に立地するコアマモ群

落、イセウキヤガラ群落、ホソバノハマアカザ－ハマ

マツナ群集、シオクグ群集、ヨシ群落、アイアシ群集

の 6 種類と自然裸地の分布割合を示したものである。

コアマモ群集は、相対潮汐地盤高が 0.0m 付近、つまり

朔望平均干潮位と同程度の高さに立地している。イセ

ウキヤガラ群集は相対潮汐地盤高が 0.4～0.8m 付近、

シオクグ群集は 0.8m～1.2m 付近に立地しているなど、

群集や群落ごとに分布特性が異なることが分かり、ご

く狭い範囲に特異に立地する塩沼植生の生育適地を明

らかにすることができる。相対潮汐地盤高を用いた検

討は、河口部や汽水域における植生の保全や創出にあ

たって重要な項目であると考えられる。 

 

４．おわりに 

 本試行の結果、ALB の標高値と気象庁が公開してい

る潮位データを用いて、簡便に干潟領域を抽出するこ

とができた。さらに、抽出した干潟領域において算出

した相対潮汐地盤高と塩沼植生分布の関係性を確認し

たところ、相対潮汐地盤高によって群落、群集の立地

特性が異なることが分かった。ALB の標高値を用いた

干潟領域の抽出や相対潮汐地盤高を用いた検討は、河

川環境基図作成の効率化に寄与できるだけでなく、塩
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沼植生の生育立地の検討等にも活用が可能で、河川環

境を評価する有効な指標となると考えられる。   

一方で、本手法による干潟領域の抽出は、底質の違

いを考慮できない。底質の判定は、河床材料調査との

組合せ、ALB の反射強度データ、平面二次元計算を用い

たせん断力等の情報を用いることができる可能性もあ

るため、詳細な検討を進めていきたい。検討にあたり、

国土交通省水管理・ 国土保全局河川環境課、中部地方

整備局河川部河川環境課には貴重なご指導・ご助言を

頂きました。また、四国地方整備局徳島河川国道事務

所には ALB データを提供していただきました。ここに

記して深く感謝を申し上げます。 
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図－１ 朔望平均満潮位及び朔望平均干潮位から抽出した干潟領域 

 

図－２ 抽出した干潟領域における相対潮汐地盤高の分布 

 

図－３ 相対潮汐地盤高と塩沼植生の立地分布の関係（分布割合は 5m グリッドで集計） 
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